
【各連絡会からの課題】　障害者自立支援協議会　運営会議（2023.2.16開催）等での意見より

連絡会 課題 現状 問題点 留意事項 対策案

こども連絡会
市外の事業所を利
用されている。

・送迎に時間がかかることで、
利用する障がい児にも事業所ス
タッフにも負担になっているよ
うに感じる。

・事業所での療育の時間数が減
る。

・営業時間（障がい児の預かり
時間）は、保護者の就労時間帯
よりも短いことが多く、事業所
の療育のスキルやレベルより
も、「保護者の就労形態に合う
預かり時間」「送迎の有無」で
事業所を選ばざるを得ない人も
いる。

今は母が働いてい
ない

・医療的ケア児を受け入れる保
育園が少ない

・保護者の就労時間ずっと利用
できる障害児通所施設（放課後
デイサービス、児童発達支援）
がない。

医療的ケア児等コー
ディネーターが把握し
た就労希望の保護者に
ついては以下のとお
り。
・当該児の死亡
・就労時期を遅らせる
・サービスを利用し、
時短で勤務する予定
・就職をあきらめた

❶
小牧市内の障がい児通
所施設（児童発達支
援、放課後等デイサー
ビス）の空きがない。

※今年度第2回での検討
課題

・平成24年の制度再編
以降、発達障害の認知
の広がりや、女性の就
業率の上昇に伴う預か
りニーズの増加によ
り、サービス量が大き
く拡大している。

➋
０歳児の医療的ケア児
の保護者複数名が就労
を希望しているが、預
け先を確保できるか心
配されている。

※今年度第2回での検討
課題



連絡会 課題 現状 問題点 留意事項 対策案

❸
サービス事業所と学校・
幼稚園・保育園等との連
携がうまくいかないこと
がある

関係者会議の際に関
わりのあるサービス
事業所に開催の連絡
が入らなかったこと
があった

・保護者が関係機関すべてに開催
の案内をできないことがある（保
護者自身の認識・調整スキル等）

相談支援専門員が関わっ
ていない場合に左記のこ
とが生じ得る

・会議の開催、招集について中心
となる機関が不明瞭な場合が有り
得る

児童発達支援センター、
基幹相談支援センター、
市委託相談支援事業所の
三者の役割分担の必要性

❹
サービス事業所による学
校へのお迎え時にトラブ
ルがある

学校（教員）側に負
担感がある。

・お迎え時間の調整を学校に依頼
される
・対象児が帰宅しまっていること
がある

❺
不登校児のための対策
（社会資源）が少ない・
増えない

連絡会としては、不
登校に対してどのよ
うな施策がされてい
るか理解不足の状
態。

・“にじいろ”の紹介
・市の施策を確認する
・子ども連絡会及び相談
支援連絡会で具体的な困
りごとを追及する

❻
学校で医療的ケア児を受
け入れるための看護師の
確保が困難

再来年に市内の小学
校に入学することを
希望されている。

令和5年度からは小牧市に
基幹相談支援センターが
設置される。相談支援専
門員がいない場合でケー
ス会議が必要になった
ら、関係者が保護者の同
意を得た上で、相談支援
専門員に関わるよう基幹
相談支援センターに依頼
してほしい


